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「奴隷の子と約束の子」

旧約 創世記１６章１～１６節

新約 ガラテヤの信徒への手紙４章２２～２８節

１．はじめに

６月の最後の主の日ですので、旧約から御言葉を受けます。創世記の１６章です。ここにはアブ

ラハムが妻サラの願いを受け入れて、サラの女奴隷であるハガルとの間にイシュマエルという男の

子をもうけたということが記されております。

創世記は１２章から２３章まで、アブラハムの歩みを中心に記されておりますが、そこには二つ

のテーマが繰り返し記されております。一つは、神様によって召し出されたアブラハムの信仰です。

それはアブラハムに対しての「信仰の父」という尊称・敬称からイメージするような、どんな状況

の中でも微動だにしない強靱な信仰の持ち主として姿ではありません。彼は七五歳で神様に召し出

され、１００歳で息子イサクを与えられるまで、その信仰は何度も揺らぎました。そして、もう一

つのテーマはそれにも拘わらず、神様はアブラハムの信仰が失われることがないように御言葉を与

え、契約し、契約のしるしを与えられ、アブラハムを支え導かれ続けたということです。この二つ

のことを聖書は、アブラハムの歩みを通して繰り返し告げます。これが聖書が告げる信仰者の姿で

あり、聖書が告げる決して見捨てることのない神様の姿です。それは聖書全巻を通じて告げ続けら

れていることでもあります。私共は自らの信仰を過信してはなりません。私共の信仰は、実に弱く、

もろいものです。困難な現実を目の前にしますと、神様への信頼は揺らいでしまう。本当に神様は

全てをご存じで、私を愛してくださり、最も良い道を備えてくれているのだろうか？そんな疑念が

湧いてくる。しかし、神様はそのような私共を決して見捨ててしまわれることなく、出来事を起こ

し私共の前に道を開いてくださいます。それは、アブラハム以来、代々の聖徒たちが経験してきた

ことです。その数え切れないほど膨大な証しの上に、私共の信仰もキリストの教会も建っています。

２．アブラムの妻サライには、子供が生まれなかった。

さて、今朝与えられている御言葉は「アブラムの妻サライには、子供が生まれなかった。」と始

まります。アブラハムが神様からの召命をいただいて旅に出たのが７５歳、妻のサラが６５歳の時

でした。三節ｂに「アブラムがカナン地方に住んでから、十年後のことであった。」とありますか

ら、この時アブラハムが神様の召命を受けてから最低１０年は経っていました。最後の１６節には

「ハガルがイシュマエルを産んだとき、アブラムは八十六歳であった。」とありますから、この出

来事はアブラハム８５歳、妻のサラは７５歳であったということになります。神様の召しを受けて

からこの１０年間、アブラハムとサラとの間には子どもが与えられませんでした。１５章において
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も、神様の約束を信じられなくなっているアブラハムの姿が示されています。しかし、神様はその

ようなアブラハムに幻の中で現れ、アブラハムを外に連れ出し、満天の星を見せて「あなたの子孫

はこのようになる。」（創世記１５：５）と告げられました。アブラハムもその神様の言葉を信じま

した（１５：６）。神様はそれを義と、よしと認めてくださいました。その上、神様はアブラハム

と契約まで結んでくれました。アブラハムの信仰が無くならないようにする為です。神様はこの時、

あなたに子が与えられるのは「あと何年後である」とは約束されませんでした。ですから信仰者ア

ブラハムとしては、神様の約束を「信じて待つ」というのが正しいあり方でしょう。しかし、彼の

信仰はこの神様の約束の言葉を信じ抜くというような堅固なものではありませんでした。アブラハ

ムだけではありません。神様が約束した子どもは、妻サラとの間に与えられるわけですから、妻サ

ラもまた信じて待たなければなりませんでした。しかし、それがアブラハムにもサラにも出来ませ

んでした。

３．信じて待つとは？

では、彼らはどうしたでしょうか？２節「サライはアブラムに言った。『主はわたしに子供を授

けてくださいません。どうぞ、わたしの女奴隷のところに入ってください。わたしは彼女によって、

子供を与えられるかもしれません。』アブラムは、サライの願いを聞き入れた。」何と妻のサライは、

自分の女奴隷ハガルとの間に子をもうけて欲しいとアブラハムに願い出ました。私共は「奴隷制度」

というものを知りませんので、ピンとこないところがあります。当時の奴隷についての考え方によ

れば、ハガルは妻サラの奴隷であり、奴隷の子は主人のものですから、ハガルとアブラハムの間の

子はサラのもの、サラの子どもということになります。サラは常識的に自分が子どもを産める体で

は無いことを知っていました。月のものがとっくに上がっていたからです。７５歳になる自分に子

どもが産めるはずが無い。常識的に考えれば、これが当然の理解の仕方です。しかし、ハガルはま

だ若い。ハガルならばまだ子どもが産める。アブラハムとハガルの間に子が与えられれば良い。サ

ラはそう思ったわけです。そして、アブラハムと女奴隷ハガルの間に子どもが与えられれば、それ

はアブラハムの子となり、そこから子孫が増えていく。これで、良いではないか。神様がアブラハ

ムに言われた「あなたから生まれる者が後を継ぐ」（１５：４）と言われた言葉も満たされる。こ

れで万事上手くいく。実に上手い案だとサラは思ったことでしょう。そして、サラはアブラハムに

提案し、アブラハムはこれを聞き入れました。同意したわけです。そしてアブラハムはハガルを側

女とし、ハガルの所に入り、ハガルは身籠もりました。それがイシュマエルです。これは実に知恵

に富んだ、現実的な案であり、全てがこれで上手くいく、サラはそう考えましたし、アブラハムも

この案を受け入れたわけですから、「これが良い」と考えたのでしょう。

ここで私共は、本当にこれは「良い案」Good idea だったのかどうか、考えなければなりません。

サラとアブラハムはそう考えたことは間違いありません。彼らだって、アブラハムが７５歳から最

低１０年間、８５歳までは待った。しかし、何も起きなかった。だから、知恵を出して、この結論
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に至った。そして、８６歳で子どもが与えられた。何が問題なのか？何の問題も無い。さすがアブ

ラハムの妻だけのことはある。見事な知恵だ、ということなのでしょうか？更に見ていきましょう。

４．アブラハムとサラ

４節ｂ「ところが、自分が身ごもったのを知ると、彼女は女主人を軽んじた。」とあります。サ

ラの計画通り、ハガルはアブラハムの子を身籠もりました。計画通りです。ところが、そこで思い

もよらぬことが起きました。女奴隷であるハガルが主人であるサラを軽んじ始めたのです。理由は

単純です。主人の子どもを産めないサラなど、私よりも価値がない。私は何といってもご主人アブ

ラハムの子どもを身籠もった。価値のある女よ。そうハガルは思った。実にくだらないことではあ

りますけれど、3000 年以上前の時代の人には当然の心の動きだったのでしょう。しかし、これは

サラが全く思ってもいない展開でした。サラはアブラハムに言います。「わたしが不当な目に遭っ

たのは、あなたのせいです。女奴隷をあなたのふところに与えたのはわたしなのに、彼女は自分が

身ごもったのを知ると、わたしを軽んじるようになりました。主がわたしとあなたとの間を裁かれ

ますように。」（5 節）勝手なもんです。自分が言い出したことなのに、思ってもいない展開が起き

るとサラはアブラハムに「あなたのせいだ」と言い始めます。アブラハムにしてみれば、「あなた

が言い出したことだし、私はあなたの言うとおりにしただけだ。」という思いもあったでしょう。

アブラハムの気持ちも分かります。今まで平和だった家庭に波風が立ってきた。居心地の悪いとこ

ろになってしまったわけです。そしてアブラハムは「あなたの女奴隷はあなたのものだ。好きなよ

うにするがいい。」（6 節）とサラに答えます。一家の主人として責任を取る覚悟のある人の言葉と

は思えません。責任から逃げているとしか思えない言葉です。正直な所、アブラハムとしては面倒

くさかったのでしょう。その言葉を受けて「サライは彼女につらく当たったので、彼女はサライの

もとから逃げた。」つまり、サラは女主人としてハガルの態度を赦すことが出来ず、ハガルに辛く

当たり、彼女を追い出してしまったわけです。ひどい話です。しかし、これが人間のやること、人

間の社会の現実なのでしょう。ここでアブラハムもサラも信仰に基づいてこれを決断し、信仰によ

ってこれを行い、信仰によって事態を受け入れてはおりません。そこに、この出来事の根本的な問

題があると見ることも出来るでしょう。

５．見捨てること無き神の愛：ハガルとイシマエル

子どもを宿したハガルはサラの所から逃げ、荒野の泉のほとりに来ました。そこで主の使いに出

会います。「出会う」といっても、偶然主の使いがここに来たわけではありません。神様がハガル

を心に留めて、彼女の許に御使いを遣わされた訳です。彼女は着の身着のままで逃げてきたのでし

ょう。荒れ野ですから、周りに家があるわけではありません。そのままここに居れば、何日もしな

いうちに命を落としてしまうでしょう。主の使いは言います。「サライの女奴隷ハガルよ。あなた

はどこから来て、どこへ行こうとしているのか。」（8 節）ハガルは答えます。「女主人サライのも
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とから逃げているところです」（8 節）主の使いはハガルにこう告げます。「女主人のもとに帰り、

従順に仕えなさい。」（9 節）それが嫌で、それか辛くて、逃げてきたハガルです。しかし、アブラ

ハムとサラの許に帰る以外、ハガルとお腹の子と共に生きのびる道はありません。主の使いはハガ

ルに告げます。「わたしは、あなたの子孫を数えきれないほど多く増やす。」更に「今、あなたは身

ごもっている。やがてあなたは男の子を産む。その子をイシュマエルと名付けなさい／主があなた

の悩みをお聞きになられたから。」（11 節）こうして、ハガルはサラの許に戻っていき、イシュマ

エルを出産することになりました。ハガルとやがて生まれてくる男の子イシュマエルを主は見捨て

ること無く、その子孫は多くの民の先祖となっていくことを約束します。創世記２５：１２以下に

その子達の名が記されています。ちなみに、ユダヤ教やイスラム教では、このイシュマエルが全ア

ラブ民族の祖先とされています。

６．人間の知恵

さて、このように自分たちの間に子どもが与えられるという神様の約束を信じ切ることが出来な

かったアブラハムとサラは、アブラハムと若い女奴隷ハガルの間に子をもうけるということにしま

した。これは人間の知恵による業と言って良いでしょう。しかし、神様の救いのご計画は別の所に

ありました。それはアブラハムとサラが子どもを産むということでした。これは２１章においてイ

サクの誕生という出来事をもって実現します。アブラハム 100 歳、妻のサラが 90 歳の時です。私

共はそのことを知っています。ですから、「この時アブラハムとサラは神様の御業がなることを信

じ、信仰をもって待つべきであった」と言うことが出来ます。それは正しい意見です。しかし、そ

の正しい意見だけで、私共は信仰の歩みを為し続けていくことが出来るでしょうか。

私共がキリスト者としてこの世界で生きていくとき、私共はこれから先に神様のご計画として何

が起こされるのかを全く知りません。そういう中で、私共は信仰者として生き、信仰者として決断

していかなければならないわけです。その時、こうすることが正しい、神様の御心にかなっている、

そのように単純に言える時ばかりではありません。どのようにすることが神様の御心にかなってい

るのか、ＡなのかＢなのかＣなのか、はたまたＤなのか、良く分からない。しかし、どれかに決め

なければならない。そういう時があるでしょう。私も牧師として、或いは地区や教区また地域連合

長老会や全国連合長老会において責任を担う者として「どうすることが御心に適うことなのか判然

としないけれど、それでも決断しなければならない」ということが何度もありました。今でも、あ

れが本当に正しかったのだろうかと思うこともあります。それでも私共は、精一杯どうすれば神さ

まの御心に適うのと考え、知恵も出し、決断していかなければなりません。これがきっと一番良い

だろう、御心に適うだろうと考えて決断するわけです。御心なんてどうでも良いと考えるのでは決

してありません。しかし、これが後でどのように神様によって導かれていくのか、どのような結末

になっていくのか全く分かりません。私共は本当に愚かな者ですし、信仰もまたまことに頼りない

者だからです。本当にこれが一番御心に適っているとも言い切れない、そのような現実の中をキリ
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スト者として生きているわけです。そのような私共にとって、今朝与えられております御言葉は、

とても示唆に富んでいます。

アブラハムによってハガルが身籠もり、イシュマエルを生むことになったわけですけれど、ハガ

ルはサラを軽んじるという罪を犯し、アブラハムはほとんど責任放棄をしてサラに任せ、サラはハ

ガルに辛く当たり、ハガルは出て行ってしまうという展開になりました。サラにしてもアブラハム

にしても、こんなはずでは無かったでしょう。でも、人間の知恵というものはこの程度のものでし

かありませんし、自分の見通し通りになんてそうそういくものではありません。もちろん、この時

のサラの計画は、神様の御心を無視しものではなかったでしょう。ただ、サラもアブラハムも神様

がその全能の御力によって子を与えてくれる、そして子孫が星のようになるということを信じ切れ

なかった。このままでは子孫に繋がっていかない。だから、何とか知恵を出して乗り切ろうとした

のでしょう。これは現実的な考え方と言ってもよいでしょう。

７．神様の御心

問題は、神様はこれをどのように受け止め、扱われたかということです。神様は荒れ野の泉に逃

げたハガルに「女主人のもとに帰り、従順に仕えなさい。」と促します。ハガルの犯したサラを軽

んじるという罪。それを悔い改めてやり直すようにと促されたわけです。そして、ハガルは無事に

イシュマエルを出産します。そもそもアブラハムの子をハガルが宿したということも、神様の御手

の中にあったことです。確かにそれは、アブラハムとサラの子イサクを誕生させるという救いのご

計画のメインロードでの出来事ではありませんでした。しかし、これも神様の御業です。もし神様

がサラの知恵を「不信仰な業」として退けられたならば、ハガルが身籠もることもなかったでしょ

う。ハガルが身籠もったということは、神様はサラの不信仰な業さえも退けることはなかったとい

うことです。そして、これによって神様の救いの御業が頓挫することもありませんでした。この後

でイサクが誕生するからです。神様の救いの御業は、私共の人間の知恵によって助けられたり、実

現されたりするようなものではありません。サラの計画は、神様の御力、神様の御業を自分の常識

の中に閉じ込め、常識の中での業として受け止めようとする思い違いから始まりました。私共はこ

のような思い違いをしばしばします。これが不信仰です。しかし、そのような思い違いによって、

神様の救いのご計画が頓挫することはありません。ですから、私共は安心して良いのです。何があ

っても、もうダメだと思っても、神様の救いのご計画は前進していきますし、神様の救いの御業は

成就していきます。御国が来ることを止めることは誰にも出来ません。私共はこの信仰に立って、

健やかに歩んで行けば良いのです。

８．奴隷の子と約束の子

さて、使徒パウロは先ほどお読みしましたガラテヤの信徒への手紙４：２２－２４において、イ

シュマエルを「奴隷の子」、イサクを「約束の子」と言います。そしていハガルとサラ、つまりイ
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ュシマエルの母とイサクの母ですが、これには二つの契約すなわち旧約と新約の意味が隠されてい

ると告げます。ハガルは人間の知恵や力によって子をもうけたが、サラはただ神様の力によって子

を与えられた。だから、ハガルは律法を自らの力で守ることによって救われようとする旧約を意味

し、サラはただ神様の恵みによって救われる新約を意味しているというわけです。「奴隷の子」は

人間の知恵によって、普通の人間の営みによって生まれた。しかし、「約束の子」は神様の救いの

ご計画の中で、約束の成就として生まれました。イサクが生まれるのは、イシュマエルが生まれて

から１４年後のことです。アブラハム１００歳サラが９０歳の時、この二人の子として生まれたの

がイサクです。イシュマエルの時だって、既に自分たちの子が与えられることはあり得ないと考え

ていたアブラハムとサラでした。しかし、その１４年後にイサクは誕生しました。これは常識の外

の出来事です。私共が「約束の子」であるということは、それと同じように、罪に満ちた異邦人で

ある私共が救われるなどということは全くあり得ないことだけれども、神様の愛と全能の御力によ

って「神の子」として新しく生まれさせていただいたということです。私共はみんなイエス様を信

じて救いに与った者なのですから、「約束の子」です。既に神様の救いの御業の中に生かされてい

ます。ですから、信仰者としてこうすることが正しいのだろうか、こうすれば良いのだろうか、あ

うすれば良いのだろうか、実際に悩むことはありましょう。けれども、御心を求めた上でそれを選

んだのならば、その選択によって私共の救いがどうこうすることは全くありません。自分の知恵や

力によって、私共は救いに与るのではないからです。私共は「奴隷の子」ではないからです。私共

は「約束の子」としての「神の子」です。まことにありがたいことです。ですから、大らかに、神

様の救いの御業が前進していくことを信頼し、安心して歩んで行きましょう。私共は神様の揺るぐ

こと無き救いのご計画の中で、御国における救いの完成に与る者として、地上における一日一日を

生かされているのですから。何も恐れることはありません。

お祈りいたします。

恵みと慈愛に富たもう、全能の父なる神様。

あなた様は今朝、ハガルがアブラハムの子を身籠もったという出来事から、私共の愚かさ、見通

しの限界、あなた様を信じ切ることの出来ない不信仰というものを教えていただきました。私共は

あなた様の御心を求めて歩んでいますが、どのようにすれば御心に適うのか、良く分からないこと

がしばしばあります。また、御心に適うと思っていても、独りよがりのことも少なくありません。

しかし、あなた様はそのような私共の欠けに満ちた業をも、憐れみをもって受け止めてくださり、

あなたの御業として用いてくださいます。まことにありがたいことです。どうか、そのあなた様の

その大いなる愛と限りない慈しみを信頼して、御前に健やかにあなた様の子・僕として歩んでいく

ことが出来ますように。聖霊なる神さまの導きを心から願います。

この祈りを私共の救い主、主イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン


